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環
境
基
本
条
例
、
常
任
委
員
会
に
付
託
・
継
続
審
査
に
！
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なかとんべつ町議会だより１６２号 ２

第４回
定例会
第４回
定例会

公
の
施
設
の
管
理
運
営
業
務
の
あ
り
方
に
関
す
る
特
別
委
員
会
設
置

地
域
活
性
化
交
付
金
１
千
４
百　

万
１
千
円

環境基本条例は常任委員会に付託・継続審査に！

　平成２０年第４回定例会が１２月１４日から１６日まで３日

間の会期で開かれましたが、審議が順調に進んだため、会期を

１日残し１５日に閉会しました。

　初日の行政報告で野邑町長は、社団法人宗谷畜産開発公社の

解散に伴い、本町が出資した１００万円が稚内市に帰属し、返

還されないこと、天北厚生園の看護師定員を充足させるため、

国保病院から准看護師１名を派遣したことを報告。

　一般質問では、環境基本条例・基本計画と自然環境の保全・

利用、災害対策などについて、５名の議員が長側の姿勢を質（

ただ）しました。

　町長から提案された６件の議案のうち、「中頓別町環境基本

条例」は、いきいきふるさと常任委員会に付託され継続審査と

なりました。

　地域活性化・緊急安心実現総合対策交付金として国から交付

される１千４百９４万１千円のほか、一般会計補正予算５件の

議案はいずれも賛成多数で可決されました。

　自治体財政健全化法により、本町が早期健全化団体となるこ

とがほぼ確実となったため、議員の報酬を削減する条例が議員

提案され、全会一致で可決されました。これにより、管内で最

も低かった本町議会議員の年収格差は、さらに拡大することに

なります。

　また、本定例会で報告された町及び教育委員会による公の施

設の管理運営業務委託の随時監査結果について、行政の監視機

関である議会が自ら検査を行なうため、「公の施設の管理運営

業務のあり方に関する特別委員会」が設置されました。

議員報酬削減条例を全会一致で可決
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なかとんべつ町議会だより１６２号３

　

地
方
自
治
法
第　

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
に
は
町

の
事
務
の
検
査
を
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
監
査
委
員
が
行
っ
た
随
時
監
査
の
報
告
（
広
報
な

か
と
ん
べ
つ
Ｎ
Ｏ
５
９
７
・　

月
１
月
合
併
号　

〜　

項
に
掲

載
）
に
つ
い
て
、
行
政
の
監
視
機
関
で
あ
る
議
会
と
し
て
自
ら

検
査
を
行
な
う
こ
と
を
議
決
し
た
も
の
で
す
。（
平
成　

年　

月　

日
議
決
／
提
案
者
・
藤
田
議
員
／
賛
成
者
・
柳
澤
議
員
）

　

検
査
す
る
事
項
は
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て

（
教
育
委
員
会
等
所
管
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営
業
務
委
託
に

関
す
る
事
項
）
で
あ
り
、
町
及
び
教
育
委
員
会
が
行
な
う
公
の

施
設
の
管
理
運
営
業
務
委
託
の
あ
り
方
、
監
査
委
員
指
摘
事
項

等
へ
の
措
置
の
状
況
、
今
後
の
予
算
計
上
の
有
無
等
を
見
極
め

る
も
の
で
す
。

　

検
査
は
、
関
係
書
類
及
び
計
算
書
、
管
理
運
営
業
務
委
託
先

の
事
業
報
告
書
等
の
提
出
を
求
め
、
７
名
で
構
成
す
る
「
公
の

施
設
の
管
理
運
営
業
務
の
あ
り
方
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
・
権
限
を
委
任
し
て
閉
会
中
も
検
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第４回定例会で
　　　決まりました
第４回定例会で
　　　決まりました

議  決  結  果  の  一  覧

○ 発議第１号　議会の議員報酬額及び費用弁償並びにその支給に関する条例（一部改正）

○ 議案第１号　中頓別町立学校設置条例（一部改正）

○ 議案第２号　中頓別町生活安全条例（一部改正）

△ 議案第３号　中頓別町環境基本条例（いきいきふるさと常任委員会に付託・継続審査）

○ 議案第４号　平成２０年度中頓別町一般会計補正予算

○ 議案第５号　平成２０年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算

○ 議案第６号　平成２０年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算

○ 発議第２号　事務検査に関する決議（案）

事
務
検
査
に
関
す
る
決
議

【
特
別
委
員
会
委
員
名
】

　

委
員
長
・
藤
田
首
健
／
副
委
員
長
・
柳
澤
雅
宏
／
委
員
・

西
原
央
騎
・
本
多
夕
紀
江
・
村
山
義
明
・
星
川
三
喜
男
・
石
神

忠
信

98

12

10

11
20

12

15

※ ○ は可決、 △ は付託、継続審査

※「事務検査に関する決議」の主な内容は下欄に掲載しています。



なかとんべつ町議会だより１６２号 ４

こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、
環
境
基
本
条
例
、
在
宅
高
齢
者
訪
問
事
業
、
町
民
の
暮
ら
し
と
財
政
、

山
村
留
学
の
継
続
な
ど
を
求
め
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

山村留学継続を！
柳 澤 雅 宏

　

都
市
と
の
交
流
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

問　

小
頓
別
地
区
で
は　

年
間
に
渡
り
山
村
留

学
を
実
施
し
て
き
た
。
来
年
（
平
成　

年
）

３
月
末
の
小
中
学
校
閉
校
と
あ
わ
せ
て
山
村

留
学
を
終
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
現
在
山
村

留
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
を
転
校
生
と
い
う

よ
う
な
考
え
の
も
と
で
中
頓
別
地
区
の
学
校

に
受
入
れ
る
こ
と
で
、
都
市
と
の
交
流
、
ひ

い
て
は
現
在
進
め
て
い
る
定
住
促
進
事
業
の

推
進
に
な
る
と
考
え
る
。

　

現
在
山
村
留
学
さ
れ
て
い
る
児
童
の
中
で
、

４
名
程
度
が
こ
の
ま
ま
当
町
に
留
ま
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
う
い

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た

支
援
策
を
引
続
き
行
な
う
つ
も
り
が
あ
る
の

か
伺
う
。

　

ま
た
、
現
実
問
題
と
し
て
今
年
当
町
で
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
が
７
名
。
中
頓
別
の
小
・

中
学
校
の
（
統
合
）
も
目
前
に
来
て
い
る
。

山
村
留
学
の
募
集
や
学
校
の
協
力
を
得
な
が

ら
中
頓
別
の
特
徴
あ
る
教
育
を
議
論
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

山
村
留
学
を
継
続
す
る
場
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
地
域

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
。
協
議
会
な
ど
の
団
体
に
対
す

る
支
援
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

石
川
教
育
次
長

答　

保
護
者
が
つ
い
て
こ
れ
ば
都
市
と
の
交
流
と
し
て
充
分

受
入
れ
ら
れ
る
。
お
子
さ
ん
だ
け
が
来
て
都
市
と
の
交
流

と
し
て
受
入
れ
る
の
は
難
し
い
。
子
ど
も
た
ち
を
責
任
も

っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域
住
民
が
い
な
け
れ
ば
簡
単
に
は

い
か
な
い
。

　

親
子
で
中
頓
別
に
来
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
都
市
と

の
交
流
、
移
住
定
住
と
セ
ッ
ト
に
し
て
も
可
能
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
十
分
調
査
研
究
し
た

う
え
で
、
親
子
留
学
等
の
募
集
を
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
。

　

野
邑
町
長

答　

山
村
留
学
を
受
入
れ
る
場
合
は
毎
年
生
徒
も
変
る
の

で
、
学
習
の
仕
方
、
集
団
生
活
の
中
で
や
っ
て
い
く
教
育

の
仕
方
等
が
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
、
学
校
や
保
護
者
な

ど
地
域
の
理
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た
に
山
村
留

学
等
の
検
討
を
考
え
る
会
も
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
会
の
意
向
な
り
を
十
分
尊
重
し
な
が
ら
、
ま
た
あ
ら

ゆ
る
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

米
屋
教
育
長

答

21
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なかとんべつ町議会だより１６２号５

中頓別の宝物　希少動植物の保護・保全を！
藤 田 首 健

　

環
境
基
本
条
例
、
基
本
計
画
と
自
然
環
境
の
保
全
利
用
に
つ
い
て

問　

環
境
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
た
場
合
、
環
境
を
念
頭
に
置
い
た
政
策
が
進
め
ら
れ
る
。
環
境
基
本

計
画
策
定
に
あ
た
り
実
施
さ
れ
た
自
然
環
境
調
査
で
は
、
頓
別
川
水
系
や
鍾
乳
洞
周
辺
な
ど
で
希
少

な
動
植
物
の
発
見
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
ら
の
保
護
、
保
全
と
利
用
等
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺

う
。

　

①
今
後
は
環
境
基
本
計
画
に
鍾
乳
洞
や
頓
別
川
の
利
用
、
森
林
療
法
や
環
境
教
育
へ
の
活
用
も
位

置
づ
け
る
べ
き
、
策
定
時
期
や
内
容
、
方
向
性
は
？

　

②
来
年
度
、
中
頓
別
鍾
乳
洞
を
野
草
園
と
す
る
道
を
開
く
べ
き
。
入
場
料
を
徴
収
し
、
希
少
動
物

の
保
護
保
全
等
に
役
立
て
る
べ
き
で
は
？

　

こ
れ
ま
で
鍾
乳
洞
の
植
物
群
は
保
護
活
動
に
熱
心
な
管
理
人
さ
ん
に
守
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
？

　

③
生
物
多
様
性
基
本
法
で
は
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
原
則
と
し
て
、

自
治
体
に
も
自
然
的
、
社
会
的
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
実
施
す
べ
し
と
の
責
務
を
課
し
て
い
る
。
こ

の
法
律
の
理
念
や
自
治
体
へ
の
責
務
を
環
境
基
本
条
例
や
計
画
の
中
に
一
体
的
に
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

ま
た
、
頓
別
川
河
川
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
等
に
そ
の
方
針
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
ま
で
は
地
元
の
考
え
は
白
紙
の
状
態
と
思
う
が
、
生
物
多
様
性
基
本
法
は
北
海
道
に
も
適
用
さ
れ

る
の
で
、
土
現
と
今
後
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い
く
つ
も
り
か
伺
う
。

　

①
環
境
基
本
計
画
は
今
議
会
で
提
案
し
た
環
境
基
本
条
例
の
基
本

理
念
や
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
環
境
な
か
と
ん
べ
つ
町
民
会
議
が
ま

と
め
た
計
画
案
を
基
本
に
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に
策
定
す
る
考
え

で
あ
る
。

　

②
鍾
乳
洞
は
以
前
に
も
精
度
の
高
い
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
保

全
保
護
を
基
本
と
し
た
整
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
野
草
園
化
、
入

場
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
全
体
の
利

活
用
を
考
え
て
い
く
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
早
い
時
期
に
結
論
を

出
せ
る
よ
う
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

②
中
頓
別
鍾
乳
洞
は
他
の
鍾
乳
洞
と
く
ら
べ
る
と
洞
窟
の
イ
メ
ー

ジ
だ
と
思
う
。
樹
木
や
草
花
を
理
解
で
き
る
表
示
を
す
る
こ
と
で
入

場
料
の
値
が
出
る
と
思
う
。
担
当
に
は
有
料
化
を
含
め
て
一
定
の
方

向
性
を
出
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
人
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
年
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

③
第
６
期
総
合
計
画
を
策
定
す
る
際
全
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
結
果
「
町
外
の
人
た
ち
に
誇
れ
も
の
は
す
ば
ら
し
い
自
然
環

境
」
と
の
結
論
が
出
て
い
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
総
合
計
画
の
中
で

環
境
基
本
条
例
・
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
一
つ
の
大
き
な
柱
に
据

え
て
き
た
。

　

生
物
多
様
性
基
本
法
の
理
念
等
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
環
境
基
本

条
例
の
中
で
取
組
め
る
と
考
え
て
お
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
頓
別
川
の
改
修
は
、
基
本
的
に
は
「
町
民
の
生
命
、
財
産

の
保
護
」
「
す
ば
ら
し
い
環
境
の
保
全
」
「
希
少
動
物
の
保
護
」
と

い
う
３
つ
の
柱
の
整
合
性
を
と
っ
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

土
現
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
懇
話
会
に
諮
問
を
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
話
し
合
い
を
進
め
た
い
。
３
つ
の
柱
の
整
合
性

が
と
れ
る
答
申
を
期
待
し
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答

21

頓別川河川調査では、全国的にも希少な
カワシンジュガイの稚貝が多数見つかる



なかとんべつ町議会だより１６２号 ６

寝たきりにさせない　寝たきりをつくらない！
本 多 夕紀江

　

在
宅
高
齢
者
へ
の
訪
問
事
業
に
つ
い
て

問　

医
療
・
介
護
と
も
に
予
防
を
重
視
す
る
方
向
に
あ
り
、
健
康
教

室
や
講
座
へ
の
参
加
者
は
多
い
と
伺
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
に
参
加
し
な
い
、
で
き
な
い
方
へ
の
ケ
ア
が
気
に
な
っ
て
い
る
。

　

①
外
出
が
ま
ま
な
ら
な
い
人
に
は
、
戸
別
訪
問
で
運
動
器
不
安

定
症
の
改
善
を
指
導
で
き
な
い
か
？

　

②
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
に
よ
る　

歳
以
上
実
態
把
握
の

訪
問
は
全
員
が
対
象
か
？
把
握
も
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
把

握
後
の
対
策
は
？

　

③
現
在
、
保
健
師
は
激
務
で
あ
る
。
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き

る
よ
う
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は
？

　

④
健
康
面
の
ほ
か
、
日
常
生
活
上
の
相
談
事
に
も
対
応
す
る
社

協
委
託
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
か
？

　

①
運
動
機
能
に
つ
い
て
指
導
が
必
要
な
方
に
は
、
医
師
の
指
示

の
も
と
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
指
導
し
て
い
る
。
セ
ン
タ

ー
来
所
が
困
難
な
方
の
訪
問
指
導
に
努
め
て
い
る
。

　

②
全
員
を
対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
生
活
機
能
評
価
や
特
定
検

診
等
か
ら
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
、
外
出
困
難
な
世
帯
、
相
談
を

受
け
た
世
帯
、
住
民
の
情
報
、
保
健
師
が
必
要
と
判
断
し
た
世
帯

を
重
点
に
、
訪
問
指
導
に
努
め
て
い
る
。

　

④　

年
度
以
降
、
各
自
治
会
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
独
居
世
帯
、
障
害
者
世
帯
な
ど
が
対

象
で
週
一
回
程
度
の
訪
問
を
予
定
。
自
治
会
ご
と
の
取
組
み
に
な

る
。

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

③
保
健
師
が
本
来
業
務
の
他
に
、
や
ら
な
く
て
も
い
い
業
務
も

保
健
セ
ン
タ
ー
で
一
生
懸
命
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

施
設
に
来
ら
れ
な
い
よ
う
な
人
た
ち
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
て
歩
く

こ
と
が
保
健
師
の
業
務
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
検
討
さ
せ
る
。

　

野
邑
町
長

答

市街地の河川改修を急ぐべき！
本 多 夕紀江

　

災
害
対
策
に
つ
い
て

問　

市
街
地
頓
別
川
沿
い
に
は
、
医
療
・
福
祉
施
設
・
公

営
住
宅
等
が
あ
り
、
水
害
の
発
生
で
住
民
生
活
へ
の
大

き
な
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

　

①
行
政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
具
体
的
で

実
効
性
の
あ
る
防
災
組
織
の
早
急
な
確
立
を
。

　

②
河
川
法
で
は
地
域
住
民
の
意
見
反
映
が
謳
わ
れ
て

い
る
。
あ
か
ね
団
地
な
ど
市
街
地
の
河
川
改
修
を
急
ぐ

べ
き
。

　

③
避
難
所
・
避
難
場
所
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
は
な

い
か
？

　

④
下
水
終
末
処
理
場
の
排
水
機
能
は
？

　

①
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
あ
か
ね
地
区
で
の
立
ち

上
げ
に
向
け
て
自
治
会
と
協
議
中
。
他
の
自
治
会
に
も

要
請
し
て
い
き
た
い
。

　

③
避
難
所
等
に
つ
い
て
は
、
旬
報
・
広
報
で
知
ら
せ

て
い
く
。
ほ
と
ん
ど
が
公
共
施
設
で
あ
り
、
冬
期
間
も

使
用
は
可
能
で
あ
る
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

②
河
川
改
修
案
は
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
が
、
「
頓
別

川
河
川
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
町
民
懇
話
会
」
を

設
置
し
、
今
年
度
中
に
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
土
木
現
業
所
に
あ
げ

て
い
く
。
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
浜
頓
別
が
平
成　

年
ま
で
、
中
頓
別
は
平
成　

年
か
ら
の
予
定
。

　

④
下
水
終
末
処
理
場
の
排
水
は
、
角
田
の
沢
川
に
流

し
て
い
る
。
昨
年
は
一
度
、
大
雨
で
水
位
が
上
が
っ
た

た
め
、
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
対
応
し
た
事
例
が
あ
る
。

　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　一般質問の模様は、役場及び町民センターに設置された大型テレビでも放映されます。
　議会日程や傍聴方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（℡６－２２４４・議会事務局）へ。

議会を傍聴しましょう
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なかとんべつ町議会だより１６２号７

公の施設
　本来の役割・目的は？

本 多 夕紀江

　

指
定
管
理
者
制
度
の
成
果
と
課
題

問　

本
町
の
公
の
施
設
（
寿
公
園
レ
ク
施
設
・
道
の
駅
周
辺
施
設
・
ピ

ン
ネ
シ
リ
温
泉
・
も
う
も
う
と
オ
ガ
ル
・
鍾
乳
洞
ふ
れ
あ
い
公
園
・

ピ
ン
ネ
シ
リ
ふ
れ
あ
い
公
園
・
旭
台
公
園
）
に
は　

年
度
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、　

年
３
月　

日
で
指
定
管
理

の
期
限
終
了
で
あ
る
。

　

①
業
務
委
託
で
十
分
な
施
設
も
あ
る
が
、
次
年
度
以
降
も
指
定
管

理
制
と
す
る
の
か
？
指
定
、
雇
用
に
つ
い
て
は
町
内
優
先
を
。

　

②
食
彩
工
房
も
う
も
う
で
つ
く
っ
た
加
工
食
品
販
売
の
可
能
性
は

？
体
験
農
園
オ
ガ
ル
は
、
畑
に
バ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
な
ど
作
物
の

育
成
に
問
題
が
あ
る
。
直
営
に
戻
し
、
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
。

　

③
制
度
導
入
の
成
果
と
課
題
は
？

　

①
基
本
的
に
は
現
在
の
管
理
者
に
再
指
定
を
す
る
。
辞
退
を
申
し
出
て
い
る
施
設
も
あ
る
の
で
、

新
た
な
管
理
者
へ
移
行
を
検
討
し
て
い
る
。
当
然
、
町
内
・
町
民
を
優
先
さ
せ
る
。

　

③
成
果
と
し
て
は
経
費
の
削
減
、
良
好
な
施
設
運
営
、
担
当
課
職
員
の
負
担
軽
減
、
町
外
か
ら

の
利
用
者
増
加
が
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
利
用
者
と
指
定
管
理
者
の
確
保
、
老
朽
化
す
る
施
設

の
維
持
管
理
経
費
の
増
加
な
ど
が
あ
る
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

①
旭
台
公
園
・
ピ
ン
ネ
シ
リ
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
必
要
性
は
な
か
っ
た
。

　

野
邑
町
長

答　

②
も
う
も
う
で
つ
く
っ
た
加
工
食
品
の
販
売
は
条
件
が
限
ら
れ
る
が
可
能
で
は
あ
る
。

　

オ
ガ
ル
で
は
バ
ー
ク
堆
肥
と
土
に
よ
る
有
機
栽
培
を
考
え
て
き
て
い
る
が
、
水
は
け
が
悪
い
な

ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
改
良
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

運
営
の
あ
り
方
や
、
公
共
施
設
の
目
的
外
使
用
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て
い
く
。

　

柴
田
産
業
建
設
課
長

答

完
成
間
近
の
医
師
住
宅
を
視
察

18

21
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いきいきふるさと
常任委員会

所管事務
調査報告

　いきいきふるさと常任委員会では、所管事務調査の
結果を柳澤委員長が、平成２０年１２月１４日の本会
議で報告。その概要と集約された意見をお知らせします。
■国保病院の運営等
　本委員会では、１１月１３日、２８日の両日、国保
病院の医師住宅新築工事兼ねて道路工事（町道１条通
り線、町道７丁目線、町道中頓別弥生線）の視察を行
いました。
【意見】
　医師住宅は、今年度の居住状況を評価の上、アフタ
ー点検で欠点が見つかれば、来年度建設分（１棟）に
おいて適確に是正すること。平成１９年度から今年度
にかけて実施された７丁目線改良舗装工事で、歩道の
ひび割れが多数確認されたので、原因調査の上、修復
を図ること。
■環境基本条例・環境基本計画等
　本委員会は、１０月２９日、１１月２８日の両日に
わたり、環境基本計画に反映されるべき町内の自然環
境調査（植物、水生昆虫、魚類、鳥類等）の結果報告
を参考人から受けるとともに、生物多様性基本法など、
環境基本条例等に影響を及ぼす法体系の調査を行いま
した。
【意見】
　環境基本条例が第４回定例会に提案された場合は、
本会議で常任委員会付託を議決の上、環境基本計画（
行動計画）や検討が進められている自治基本条例との
整合性に重点をおき、今後の頓別川河川整備（改修）
のあり方や位置付け、スケジュールも含め総合的、一
体的に審査する。
■観光の振興策（中頓別鍾乳洞等）
　本委員会は、１１月１３日、１２月５日の両日にわ
たり、中頓別鍾乳洞の観光・利活用の調査を行いました。
【意見】
　中頓別鍾乳洞の有料化については、すでに２年以上
にわたって議論が続けられてきており、行政として早
急に結論を出すよう求める。

　いきいきふるさと常任委員会は、第１回（３月）定
例会までに、次の事項の調査を行います。
　①自治基本条例等、②国保病院の運営、③総合計画、
④障害者福祉等、⑤こども館の運営、⑥所管事務のう
ち緊急を要する事項

次の所管事務調査



なかとんべつ町議会だより１６２号 ８

今後の「収入増」対策
「支出減」対策は？

東海林 繁 幸

　

ど
う
な
り
ま
す
か
？
町
の
財
政
と
町
民
の
く
ら
し

問　

病
院
赤
字
は
一
億
３
千
万
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。
町
民
は
財
政
が
厳
し
い
中
、
病
院

は
、
公
共
料
金
は
ど
う
か
わ
る
の
か
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」

ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
町
長
は
こ
の
町
を
ど
う
す
る
べ
き
か
伺
う
。

収
入
増
対
策
は
？

　

①
適
切
な
公
共
事
業
を
進
め
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
の
よ
う
な
財
源
対

策
を
す
る
の
か
？

　

②
町
税
（
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
や
使
用
料
（
公
営
住
宅
・

簡
易
水
道
・
下
水
道
・
施
設
使
用
料
）
を
値
上
げ
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
？

　

③
町
有
財
産
（
土
地
・
建
物
・
森
林
等
）
の
売
却
は
考
え
て
い
る
か
？

　

④
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
困
る
が
、
や
む
な
く
落
と
す
と
し
て
ど
の
領
域
と
な
る

の
か
？

　

支
出
減
対
策
は
？

　

①
大
き
な
赤
字
を
生
む
病
院
の
現
体
制
を
支
出
減
の
視
点
で
ど
う
維
持
す
る
の
か
？

　

②
各
種
補
助
金
の
削
減
を
計
る
と
す
る
と
何
を
減
ず
る
の
か
？

　

③
公
営
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
や
廃
止
・
休
止
の
検
討
は
さ
れ
る
か
？

除
雪
や
こ
ど
も
館
は
ど
う
な
る
か
？

　

④
現
状
に
あ
っ
て
プ
ラ
ス
思
考
を
目
指
す
施
策
は
あ
る
か
？

　

収
入
増
対
策
に
つ
い
て

　

①
公
共
事
業
の
実
施
で
は
、
高
率
な
補
助
金
、
有
利

な
起
債
導
入
を
図
る
。
高
率
補
助
へ
の
移
行
や
補
助
残

に
過
疎
債
を
充
当
す
る
対
策
を
進
め
る
。

　

②
町
税
や
使
用
料
に
つ
い
て
、
町
民
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

③
利
用
の
見
込
ま
れ
な
い
財
産
は
売
却
し
て
い
く
。

森
林
に
つ
い
て
は
将
来
の
財
産
形
成
の
た
め
に
も
売
却

は
し
な
い
。

　

④
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
引
き
下
げ
は
、
現
段
階
で
考
え

て
い
な
い
。

　

支
出
減
対
策
に
つ
い
て

　

①
病
院
を
な
く
せ
ば
住
民
も
老
人
ホ
ー
ム
（
福
祉
施

設
）
に
入
所
す
る
方
も
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
都
市
病
院
か
ら
長
期
入
院
で
出
さ
れ
た
方
の
受
け

皿
と
し
て
も
必
要
。

　

②
各
種
補
助
金
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
効
果
や
繰
越

金
の
状
況
等
を
精
査
し
て
削
減
を
進
め
る
。

　

③
公
共
施
設
の
指
定
管
理
が
本
年
で
最
終
年
度
と
な

る
。
来
年
度
以
降
も
指
定
管
理
の
運
営
を
進
め
た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
６
時
間
コ
ー
ス
を
廃
止
す
る
か

わ
り
に
保
育
料
を
引
下
げ
て
入
園
者
増
を
計
れ
な
い
か
、

保
護
者
等
と
話
合
い
を
し
て
い
く
。
除
雪
の
民
間
委
託

に
つ
い
て
は
、
金
額
的
に
受
け
手
が
見
つ
か
ら
な
い
の

で
直
営
で
行
な
う
。

　

④
自
治
体
財
政
健
全
化
法
の
早
期
健
全
化
基
準
（　

％
）
を
実
質
公
債
費
比
率
（　

．
８
％
）
が
上
回
っ
て

い
る
。
大
き
な
プ
ラ
ス
思
考
の
施
策
は
と
れ
な
い
が
、

財
政
状
況
が
好
転
し
た
場
合
に
新
し
い
施
策
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
職
員
の
施
策
能
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

ホームページで議事録などを公開しています

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進み
ご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。
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病院問題を考える勉強会
住民一体となった取組みが求められる
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業務分担を見直し、効率の良い行政運営を
西 原 央 騎

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
担
う
業
務
の
分
担
に
つ
い
て

問　

お
た
め
し
暮
ら
し
、
自
然
学
校
、
森
林
療
法
、
環
境
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
生
涯
学

習
等
々
、
新
た
な
企
画
・
行
事
が
増
え
て
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
職
員
が
多
忙
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
執
行
機
関
全
体
の
課
題
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

担
う
業
務
の
負
担
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
べ
き
。

　

①
有
害
鳥
獣
は
、
産
業
建
設
課
が
担
う
方
が
効
率
が
よ
い
分
野
で
は
な
い
か
？

　

②
森
林
療
法
は
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
「
町
内
向
き
事
業
」
と
、
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
模
索
と
い
っ
た
「
町
外
向
き
事
業
」
が
あ
る
。
各
課
の
業
務
分
担

と
、
中
頓
別
森
林
療
法
研
究
会
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
計
画
か
？

　

③
２
年
目
の
取
組
み
と
な
っ
て
い
る
「
お
た
め
し
暮
ら
し
」
。
今
後
は
、
観
光

協
会
や
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
（
あ
る
い
は
自
然
学
校
）
な
ど
観
光
を
担
い
宿
泊
施
設

の
運
用
も
行
う
組
織
が
、
生
産
性
の
あ
る
事
業
や
生
業
と
し
て
「
お
た
め
し
暮
ら

し
」
を
担
っ
て
行
け
る
よ
う
方
向
付
け
を
行
う
時
期
で
は
？

　

④
執
行
機
関
全
体
の
課
題
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
担
う
業
務
に
つ
い

て
、
分
担
の
見
直
し
を
図
り
効
率
化
す
べ
き
で
は
？

そうや自然学校の課題は？
西 原 央 騎

　

①
課
題
は
、
専
従
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
、
宿
泊
先
や
食
事
な
ど
利
用
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
確
立
、
提
供
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
な
ど
の
ほ
か
、
来
年
度
以
降
の
運
営
体
制
と
財
政
的
な
基
盤

の
確
立
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
年
度
は
森
林
療
法
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活

動
、
人
が
育
つ
場
づ
く
り
、
中
頓
別
体
験
ツ
ア
ー
、
中
頓
別
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展

開
を
肉
付
け
し
て
進
め
て
行
き
た
い
。

　

②
森
林
療
法
と
の
連
携
は
自
然
学
校
の
大
き
な
柱
。
町
外
か
ら
の
受
入
れ
も

含
め
て
事
業
化
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

自
然
学
校
事
業
も
生
涯
学
習
の
取
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
道
教
委
派

遣
の
社
会
教
育
主
事
は
、
す
で
に
学
校
、
社
会
教
育
、
健
康
づ
く
り
、
環
境
教

育
、
体
験
型
観
光
な
ど
一
体
的
に
進
め
て
い
く
う
え
で
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

社
会
教
育
主
事
の
体
制
や
対
応
は
、
今
の
段
階
で
お
答
え
す
る
の
は
難
し
い
。

　

③
自
然
学
校
と
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
将
来
的
な

検
討
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
方
式
の
山
村
留
学
は
、
教
育

理
念
と
学
校
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
体
制
作
り
、
教
育
面
と
と
も
に

経
営
面
で
も
核
と
な
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

②
町
の
社
会
教
育
主
事
の
対
応
に
つ
い
て
は
関
係
課
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　

米
屋
教
育
長

答　

今
年
一
年
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
自
然
学
校
と
し
て
の
特
色
を
も
う
少
し

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
来
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
担
当
職
員
、

道
か
ら
の
派
遣
、
教
育
委
員
会
の
社
会
主
事
等
々
が
連
携
を
深
め
な
が
ら
よ
り

効
果
を
あ
げ
る
一
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答
　

「
そ
う
や
自
然
学
校
」
一
年
目
の
課
題
と
来
年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　

①
そ
う
や
自
然
学
校
の
「
課
題
」
と
「
来
年
度
に
向
け
た
計
画
」
は
？

　

②
自
然
学
校
で
森
林
療
法
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
？

　

ま
た
、
道
か
ら
（
自
然
学
校
運
営
の
た
め
に
）
社
会
教
育
主
事
が
派
遣
さ
れ
て

い
る
が
、
来
年
度
以
降
は
町
の
社
会
教
育
主
事
が
自
然
学
校
を
担
当
で
き
な
い
か
？

　

③
自
然
学
校
を
セ
ン
タ
ー
方
式
の
山
村
留
学
施
設
と
し
、
都
市
の
子
ど
も
た
ち

を
山
村
留
学
生
と
し
て
受
入
れ
、
夏
期
休
暇
や
冬
期
休
暇
に
帰
省
す
る
期
間
を
利

用
し
、
宿
泊
研
修
な
ど
の
学
校
行
事
を
受
入
れ
る
こ
と
で
一
年
を
通
し
た
利
用
が

可
能
と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
？ 

　

①
支
庁
で
は
道
民
生
活
や
消
費
生
活
を
取
り
扱
う
環
境
生
活
課
が
有
害
鳥
獣
の
対

応
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
昨
年
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
担
っ
た
方
が

よ
い
と
い
う
結
論
が
出
た
。
ど
こ
が
担
当
す
る
こ
と
で
効
率
が
上
が
る
の
か
協
議
さ

せ
た
い
。

　

④
今
後
も
行
政
全
般
の
事
務
を
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
、
町
民
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
に
組
織
機
構
改
革
に
関
す
る
検
討
会
議
の
な
か
で
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。

　

野
邑
町
長

答　

②
平
成　

年
度
ま
で
森
林
療
法
を
所
管
す
る
部
署
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
反
省
か

ら
、
平
成　

年
度
よ
り
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
庁
内
連

携
を
図
っ
て
森
林
療
法
に
取
組
め
る
仕
組
み
も
つ
く
っ
て
き
た
。
来
年
度
以
降
も
森

林
療
法
研
究
会
と
も
連
携
し
て
森
林
療
法
を
進
め
て
い
く
。

　

③
移
住
定
住
の
取
組
み
は
、
受
け
皿
と
な
る
土
地
・
家
屋
物
件
の
掘
起
し
や
情
報

提
供
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。
移
住
希
望
者
が
求
め
る
働
く
場
が
な
い
と
い
う
こ
と

な
ど
か
ら
実
績
を
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
、
道
内
観
光
や
避
暑
と
い
う
利
用
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
お
た
め
し
暮
ら
し
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
移
住
定

住
に
結
び
つ
く
よ
う
取
組
ん
で
行
き
た
い
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答

2019
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補正予算のあらまし

○ 

発
議
第
１
号　

議
会
の
議
員
報
酬
額
及
び

　

 

費
用
弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条

　

 

例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
自
治
法
一
部
改
正（
平
成　

年
６
月
１
日
）

に
よ
り
、
議
会
活
動
の
範
囲
が
よ
り
拡
大
さ
れ
、

議
員
の
職
責
は
増
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
財
政

健
全
化
法
に
よ
り
、
本
町
は
早
期
健
全
化
団
体
と

な
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
先
の
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
お
い
て
議
員
や
特
別
職
の
報
酬
削
減
を

行
い
、
町
財
政
の
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
が
意
見

と
し
て
付
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
報
酬
月
額
は
、
議
長　

万

円
（
現
行　

万
７
千
円
）、
副
議
長　

万
円
（　

万
１
千
円
）、
委
員
長　

万
５
千
円
（　

万
円
）、

議
員　

万
６
千
円
（　

万
９
千
円
）
と
な
り
ま
す
。

　

役
職
上
位
者
の
報
酬
を
大
幅
に
削
減
し
た
も
の

の
、
若
者
や
主
婦
層
な
ど
が
、
議
員
に
立
候
補
し

や
す
い
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
一
般

議
員
の
削
減
率
は
低
く
押
さ
え
た
改
正
で
す
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
間　

万
円
（
４
・　

％
）
の

議
員
報
酬
が
削
減
さ
れ
ま
す
。（
平
成　

年
４
月

１
日
施
行
・　

月　

日
議
決
）

　

■
提
案
（
発
議
）
者　

東
海
林
繁
幸

　

■
賛
成
者　

西
原
央
騎

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
立
学
校
設
置
条

　

 

例
（
一
部
改
正
）

　

小
頓
別
小
中
学
校
が
、
平
成　

年
度
末
で
閉
校

す
る
た
め
、
文
言
を
条
文
か
ら
削
る
改
正
で
す
。

（
平
成　

年
４
月
１
日
施
行
・　

月　

日
議
決
）

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
生
活
安
全
条
例

　

 

（
一
部
改
正
）

　

犯
罪
被
害
者
基
本
法
の
施
行
及
び
犯
罪
被
害
者

等
基
本
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
、
北
海
道
犯
罪
被

害
者
等
支
援
基
本
計
画
（
平
成　

年
３
月
８
日
策

定
）
に
伴
い
、文
言
の
追
加
等
を
行
う
改
正
で
す
。

（
公
布
日
か
ら
施
行
・　

月　

日
議
決
）

△ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
環
境
基
本
条
例

　

本
町
の
第
６
期
総
合
計
画
は
、
自
然
と
共
生
す

る
地
域
づ
く
り
を
大
き
な
柱
と
し
て
策
定
さ
れ
、

森
や
川
、
農
地
を
守
り
な
が
ら
、
人
と
自
然
が
一

緒
に
生
き
て
い
く
た
め
の
基
本
と
な
る
し
く
み
を

つ
く
り
、
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
施
策
と
し
て

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
環
境
を
保
全
し
、
さ
ら
に

豊
か
に
す
る
創
造
的
な
活
動
を
進
め
る
た
め
、
全

　

条
か
ら
な
る
環
境
基
本
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。（　

月　

日
・
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委

員
会
付
託
）

　歳入歳出予算の総額に２千７２万３千
円を追加し、予算総額は３０億５千９０
万６千円に。
　歳出補正の主なものは、国の地域活性
化・緊急安心実現総合対策交付金事業費
として交付される１千４百９４万１千円
に該当する事業（福祉灯油助成事業、患
者送迎車輌購入事業等）のほか、情報推
進費としてパソコンの更新、南宗谷衛生
施設組合負担金などです。

○ 議案第４号　一般会計補正予算

　歳入歳出予算の総額に２９万６千円を
追加し、予算総額は３億９百１４万６千
円に。保健推進事業費として、保健師の
研修旅費１４万４千円、医療費抑制のた
め､医療費通知にかかる郵便料１０万円
を追加しています。

○ 議案第５号　国民健康保険事業
　 特別会計補正予算

　収益的収入支出の総額を変えず、医業
費用の研究研修費に３０万円を追加し、
経費の内容を組替えて同額を減額してい
ます。

○ 議案第６号　国民健康保険病院
　 事業会計補正予算

●主な質疑
Ｑ 東海林委員

Ａ 奥村保健福祉課長

　障害者自立支援対策推進事業として、
障害児用遊具の備品購入費１百１７万円
を計上しているが、当事者団体と協議し
たか。

　協議していない。遊具（８０万円相当）
はこども館、拡大読書器（２５万９千円）
と拡聴器５台（１１万１千円）は保健セ
ンターに設置する。
Ｑ 本多委員

Ａ 遠藤総務課長

　情報推進費（ＬＧＷＡＮ提供装置撤去
・更新２百１７万９千円）の内容は？

　平成１５年度に整備した現装置の保守
点検契約が平成２１年３月末で切れる。
古くなると部品がなくなり、５年サイク
ルで装置の更新が必要である。

Ｑ 柳澤委員

Ａ 青木事務長

　院長交際費（３０万円追加）、研修旅
費（３０万円）の使い道を伺う。

　医大への表敬訪問、教授の就任祝い等
に使われる。看護師、検査技師、医師の
研修、学会等への参加旅費である。

Ａ 

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

Ｑ 

東
海
林
議
員
・
柳
澤
議
員

●
主
な
質
疑

　

犯
罪
被
害
者
に
町
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、接
点
は
も
て
る
の
か
。

　

町
職
員
が
、
警
察
、
専
門
家
と
の
窓
口
と
な
り

親
身
に
対
応
し
た
い
。
警
察
か
ら
町
に
被
害
者
情

報
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
出
向
い
て

情
報
を
得
る
な
ど
、
連
携
を
図
り
た
い
。

議決された議案

条例・補正予算
　第４回定例会では、議員報酬の削減条例など、
議員提案１件、町長提案３件の条例案のほか、
補正予算案３件が提案されました。
　議案の内容と主な質疑をお知らせします。
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※次回綴人は、星川議員、柳澤議員です

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれの
議員が町づくりや政治課題などに
ついて意見や思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナー
に登場します。８議員の提言･苦
言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

備えあれば憂い無し
　「地球温暖化」、「異常気象」、「集中豪雨」、昨年
も随分聞かされた言葉です。
　私たちの町は台風もなく、地震もなく、災害の
少ない地域として安心して暮らしておりますが、
最近テレビ報道される災害を見るたびに、だんだ
ん不安になってきました。
　今まで災害が少ないからと無防備でいいのだろ
うか？もし、集中豪雨で市街地に近い頓別川が氾
濫したらどうなるのか？
　あかね団地、病院、長寿園、下水道処理場等が
大きな水害を受けることになるのはもちろん、市
街地の中にも頓別川に流れ込む川や下水が流れ込
めず、又逆流したりして水浸しになることが予想
されます。
　過日、そんな不安が商工会の役員会の中で出さ
れ、「頓別川の河川工事はどうなっているのか？」
真剣に議論されました。
　地先の問題、環境問題、整備の方法（工法等）、
いろいろな問題はあるようです。
　しかし、「災害はいつ来るかわからない」、町民
の生命、財産、暮らしを守るため、一年でも早く
頓別川の河川工事を促進させるべく、商工会とし
て、また、地域住民として昨年１０月上旬に、町
と稚内土木現業所に直接要請に伺いました。
　地元の都合で改修工事が何年も遅れると、今の
道の財政状況からして予算がつかなくなる可能性
もあります。自然環境を守る地域、防災上守らな
ければ地域等区別して考える方法もあり、地先の
人達とも知恵を絞りあえば必ず解決策はあると思
います。
　又、積極的に防災自治組織を立ち上げようと準
備を進めている町内（あかね団地、２町内、１町
内？）もあり、この機会に防災意識が全町的に広
がり、住民参加による避難訓練など、日頃から町
内ごとに取り組んでおくことが大切だと思います。
　「準備あれば憂い無し」又、「住民参加とは自ら
行動に移すことです。」
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：村山義明）

小さいことはいいことだ
　昨年のクリスマスの朝刊に２０３５年末の本町
の人口が１，０２２人（厚生労働省人口問題研究
所調べ）となることが掲載されました。
　道内９番目に小さい町で、その時、２千人を切
る町村は２８町村。全国で最小市の歌志内市は
２，１７９人とのことです。
　「大きいことはいいことだ」の文句が流行った
ことがありますが、私はあえて「小さいことはい
いことだ」をこれまでも言ってきました。
　意思の疎通、まとまり、省エネも加えてきまし
たが、行政の器で考えるとき、面積や公共施設も
変わらずのまま、これを維持する困難さも実感と
して受け止めなければなりません。
　住む人にとって病院の存在は、絶対条件です。
社会的にも、長寿園、天北厚生園の利用者にとっ
ても同じですし、施設の存続にもかかわります。
　一方、議会議員の定数も少なくなり、それが良
いことに結びつけば良いのですが、議長、委員長
を除く７人の決議では４人が多数決となり、この
町は４人の同調者で決まる議会が「小さいことは
いいことだ」と言っていれるのか大きな疑問とな
りました。

　　　　　　　　　　　　　（綴人：東海林繁幸）

母なる頓別川。環境保全と防災問題に揺れる。



27日　議会広報編集特別委員会
29日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査

13日　議会運営委員会
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
　　　議員協議会
　　　全員協議会
19日　町村議会議長全国大会・豪雪地帯町村
　　　議会議長全国大会（東京都）
28日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
　　　議員協議会
29日　議会運営委員会

５日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
　　　議会運営委員会
６日　第３回頓別川環境ミーティング２００８
14日～15日
　　　第４回定例会（サンデー議会）
15日　議会広報編集特別委員会
26日　公の施設の管理運営業務のあり方に関
　　　する特別委員会

　

中
頓
別
の
元
旦
、
街
中
を
歩
く
と
例
年
以
上

に
ひ
っ
そ
り
静
か
で
、
人
口
減
・
財
政
難
だ
か

ら
な
ぁ
…
と
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

５
日
に
行
わ
れ
た
成
人
式
で
は
、
新
成
人
た

ち
と
小
・
中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
五
年
前
の
写
真
で
は
あ
ど

け
な
い
男
の
子
が
、
「
カ
リ
ス
マ
美
容
師
に
な

り
ま
す
」
と
社
会
人
と
し
て
の
夢
を
語
る
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
　

日
、
取
材
に
行
っ
た
カ
ル
タ
大
会
は
、
参

加
チ
ー
ム
も
多
く
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
が
曇
る
ほ

ど
の
熱
気
。
成
人
式
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
カ

ル
タ
大
会
の
表
彰
式
を
眺
め
て
い
る
と
『
こ
の

子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ
に
成
人
だ
な
ぁ
…
』
と
お

じ
さ
ん
的
な
感
慨
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
出
生
数
が
年
間
で
一
桁
と
、
非
常

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
五
年
後
の
カ
ル
タ

大
会
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
五

年
後
の
小
学
校
や
中
学
校
の
姿
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
？

　

複
式
学
級
？　

中
頓
別
小
中
学
校
？

　

学
校
広
域
化
？　

山
村
留
学
？

　

子
ど
も
の
笑
顔
や
笑
い
声
が
絶
え
な
い
地
域

を
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
行
く
必
要
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
「
議
会
だ
よ
り
」
は
分
り
や
す
い
紙
面
を

目
指
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
西
）

議会の動き
20年10月

11月

編　

集　

後　

記
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12月

９日　公の施設の管理運営業務のあり方に関
　　　する特別委員会
　　　議会運営委員会
13日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査（旭川市）
14日　議会広報編集特別委員会

21年１月

　昨年の 12 月 20 日、ふたつのクリスマスコンサートが
行なわれました。
　「こども館」で行われたコンサートには 150 名、夜「道
の駅」には 80 名を越える観客が訪れて例年以上に賑や
かなクリスマスとなりました。
　こども館ではサンタクロースに扮した中学校の吹奏楽
部の生徒たちと、青木先生（中頓別中学校教諭）の呼び
かけに賛同した地域の音楽愛好者が笑顔で演奏。道の駅
ではボーセンさん（英語指導助手）と地域の音楽愛好家
がしっとりと演奏。
　青木先生やボーセンさんの活躍を中心に、地域の音楽
活動が華やかになってきています。演奏会で刺激を受け
たお父さんが『押入れで眠っていたギターを弾始めた』
家庭もあるようです。
　その他にも女性グループによるハンドベル演奏が評判
を呼んでいて、一度演奏を聞いてみたいと思っています。
　中頓別の音楽活動は地域住民が主役♪目指せオーケス
トラ !?

主役は「我が家」の音楽家たち

　

白
ヒ
ゲ
サ
ン
タ
や
可
愛
い
サ
ン
タ
の
衣
装
で

ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会
を
盛
上
げ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
た
演
奏
会
。灯
火
と
音
楽

の
温
も
り
に
一
年
の
恩
恵
を
思
い
起
こ
す
。
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